
愛知教育人学体育教室研究紀要

No, 6 . PP. 34~40. (Oct ; 1981)

学校保健活動と健康優良学校

-5年連続日本一に表彰された愛知県下5小学校の活動をとおしてー

松 井 利 幸

Some Aspects of the School Health Activities Considering the

Typical Examples of 5 Elementary Schools in Aichi Prefachure

Toshiyuki MATSUI

はじめに

昭和51年度から55年度にいたる5年間に,愛知

県からたて続けに健康優良学校日本一が生まれた。

同一県でのこうした実績は過去にはなく,受賞し

た当該校はもちろん,愛知県下の他の教育現場や

学校保健に携わる者にとって大きな誇りと自信が

わいた。そしてこの火を絶やさず今後ますます発

展させてゆこうとする気運が高まっている。

本稿では,なぜこのようになってきたのか,健

康優良学校表彰制度とはなにか,それが学校保健

活動ひいては学校教育とどのように関連している

のかについて,各表彰校の具体的な活動をととし

て検討したい。

1.健康優良学校表彰制度について

健康優良学校表彰に先行するものとして「健康

優良児童」の表彰が行われていた。これは本テー

マとは直接関係しないが,健康優良学校表彰の発

足および発展に深い関係があるので触れておく。

健康優良児童は各都道府県から複数(後年は1名)

の児童を選んで中央で審査し,男女1名ずつの

「日本一」,男女数名の「特選」児童を表彰する

ものであり,昭和5年に朝日新聞社の主催で始め
(1)

られた。途中,昭和17年から中断されたが戦後24
リ)

年に復活した。そして昭和26年,児童個人の表彰

だけでなく集団としての学校表彰の部門が新設さ

れた。これは敗戦後の日本の学校教育の復興と,

新聞社による表彰という一種のコンクールではあ

るが,学校教育への健康教育の位置づけを明確に

うちだしたものとして大変意義がある。こうした
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主旨に賛同し文部省および厚生省が後援している

表彰制度である。その後も個人と学校の二頭だて

の表彰が続いたが,昭和54年度からは個人表彰を

廃止した。この背景としては,あくまである地域

・年度に限って偶発的に現われたほんの一部の児

童を表彰することの教育的意義,また表彰された

児童たちのその後の成長が果たして優れているの

かどうかの曖昧さのためと考えられる。

健康優良児童表彰の廃止にかわって,昭和54年

度から健康優良学校表彰の枠を広げた。すなわち,

従来までの大規模校(全校12学級以上),小規模

校(同11学級以下)の2部門だけであったのに,

中規模校の部(同7学級以上18学級以下)を増設

した。これにより小規模校は6学級以下,大規模

校は19学級以上となり,わずか数学級の学校から

40学級を超すようなマンモス校の応募もより可能

となった。このことは多くの学校に応募意欲をも

たせ,学校保健活動の活溌化を促す新制度といえ

る。

この健康優良学校の応募システムは,各年度ご

とに,各都道府県単位で応募するものである。愛

知県の場合,県の教育委員会(保健体育課)が中

心となって学校規模別に1校ずつ最大3校を絞り,

書類で中央に提出,応募する。中央では依嘱され

た20数名の専門委員が書類審査し,各規模別に5

校の「全国優秀校」を選び出す。そして最終的に

はその5校について実際に学校を訪問し(実地審

査),「健康優良学校全国特別優秀校」(旧一日

本一)を決定するしくみになっている。審査委員

によると,書類審査でのランクが実地審査でかな

り逆転するようである。なお、健康優良学校表彰



の観点は次のようである。
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表1.過去の表彰校一覧(愛知県のみ)

児童,教職員,家庭,地域社会の人びとが

協力して,学校保健委員会などの組織活動を

はじめ,疾病予防や環境衛生などの保健管理

活動,保健学習や精神衛生などの教育活動を

積極的に行い,地域の実態に即した独白の工

夫と努力をはらって児童の心身の健康づくり

に意欲的にぶり組んでいる(全国の)学校.

一朝日新聞, 1980年(昭55)5月25日付朝刊

2.連続表彰された5小学校の教育活動につ

いて

まず,連続表彰を受ける前の過去の愛知県の実

績について触れてみたい。表1は昭和26年から昭

和50年までに表彰された学校を列挙したものであ

るが,日本一になったのは3校,特選8校の計11

校である。この数は特に盛んな香川県(26校）

島根県(20校),新潟県(18校)につぐものとし

てランクされ,愛知県には5年連続日本一を輩出

するという偉業を達成する土壌はあったといえる。

表2.5年連続受賞した愛知県の健康優良学校

3参照),知的・情緒的な面にもまして,“健康"

“体力"“たくましい"という言葉がいずれの学

校にも掲げられている。 しかし,二のことが「さ

すが健康優良学校日本一ならでは……」というも

のでは決してない。教育口標とは,各学校が実状
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にあわせて独自に設定するものであるが、事実、

(3)
筆者らの調査では愛知県の小学校のうち約9割が、

(4)
中学校では約8割の学校が表現の差こそあれ“健

康"を教育目標に掲げているのが実態である。こ

れは愛知県だけの傾向ではなく、全国殆どの学校
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表3.健康優良学校の「教育目標」

も同様であると考えられる。なぜならば教育基本

法第１条,教育の目的としての[心身ともに健康

な国民の育成]と結びつけて考えれば当然の結果

といえる。けれども殆どの学校で同じように健康

を教育目標に掲げていても、 それをいかに日々の

学校教育活動に具現化するかは学校によりかなり

の相違がみられる。いかに立派な教育目標を掲げ

ていてもそれが実践されなければ,単なる飾りも

ので何ら価値がないといえる。こうした意味にお

いて、今回の各表彰校は教育目標を一歩掘りさげ

たスローガンをつくって日々の教育実践に活かし

ている(表4参照)。
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①花山小
･強くｰ---がまん強くがんばり抜く強い意志とたくましい体力をもつ子ども

_

④元城小
イ 豊かな感情と,実行への勇気をもつ子

⑤岡崎小 心の豊かな子……………しなやかでたくましい心を持ち,さらに親切で礼儀正し|

体のじょうぶな子…自分の健康は自分の手で築き,いろいろな困難にも耐え

|
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表4.各健康優良学校のスローガン

以下,こうしたスローガンのもとに,各表彰校

がいかに具体的な健康教育活動を推進していった

のかを,各表彰校が開催した「健康教育発表大会」

の資料をもとに検討してみたい。

(言葉づかいの相違および名称は各校で使ってい

るそのままを用いた)

2)体力づくり的な活動 特別時間を設定して

の活動は,授業前の朝のマラソン(花山小),朝

の自主トレーニング(下品野小),元城走行(元

城小),おはよう運動(岡崎小),授業の間にや

る業間体育(花山小、下品野小),天王体操・太

陽の時間(天王小),健康体操・ひまわりタイム

(元城小)などがみられ,その運動はランニング,

各種運動のローテーション,なわとびなどである。

また,体力づくりのための環境づくりとしては,

花山ランド・鍛練コース・日本一周板(花山小),

ブレイランド・レインボールーム(下品野小),

天心ランド・体力測定室(天王小）、元城タワー

・ひまわりセンター(元城小),岡小ランド・健

康センター・保健体力コーナー(岡崎小)などの

運動施設,場が保護者の労力奉仕により完成して

いる。なお、学校にいる時だけの体力づくりでは

なく,家庭に帰っても片噴化されるような運動も

みられ,「家庭体育の日」花山小,第3「日曜日」は

「汗する日」下品野小,「親子体力つくりの会」

天王小が設けられている。これは児童のみでなく,

家族全員といっしょに運動するもので,親子のふ

れあい,再発見など多方面の良い効果が生まれて

いる。

3)心の健康,心のふれあいを高める活動

全校児童による朝の鼓笛・全校音楽(花山小),

生活体験発表会(下品野小,天王十,花山小）

ふれあいの時間・懇談会(下品野小),親子学級

会(天王小),テーマ集会・オアシス運動・ひま

わりタイム(元城小),朝の歌・全校児童集会・

仲よし常会・ふれあい活動・岡小タイム(岡崎小)

など詳細は記せないが体力づくりに劣らず各校意

欲的に取り組んでいるのがわかる。これは新教育

課程の根本である,学校生活の「ゆとり」の時間

(学校裁量の時間)をすんなりそのまま効果的に

活用している事例といえる。これらの活動も単に

学校内だけにとどまらず,家庭での実践として,

第3日曜日に「ふれあいの日」天王小を設定した

り,家庭との「声のだより」をカセットテープで

交流したり(岡崎小),また地域との結びつきと

して「お年寄を招く日」天王小まで設けている。

学校給食についても,小規模校ならではの全校会

食(花山小),黒板にカーテンをひき,テーブル

クロス・ワゴンを整えての親子会食,他学年への

訪問給食,通学団給食(以上元城小),訪問給食

・招待給食・屋外給食(岡崎小)などの工夫もみ

られる。

4)勤労体験的活動 「愛校日」を設けての学

校環境美化活動(花山小),一人一鉢・粘土工作

(下品野小),実習田(天王小),元城菜園(元

城小),岡小農園などで実習し,実ったものを

「七タまつり」,「収穫祭」,「もちつき大会」

などの催しを開いて労働の意義を楽しい体験とし

て育てている。また清掃についても「たてわり」

といわれる学年を超えたグループにより実施して

いる学校(元城小,岡崎小)もみられた。

5)その他の注目すべき活動 わが家の「保健

の日」の設定(花山小),近視予防・矯正のため

の遠望訓練・目の体操,うす着の励行,給食後の

はみがき,はだしの運動,安全運動など健康生活

を高める活動も多い。とくに学校保健委員会はす
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べての学校で年5~6回以上は開催されており,

学校側の職員・児童はもちろん,校医団, PTA

学区の諸団体など多くの参画が得られている。こ

二で注目すべきは,ただ開催回数が多いというこ

とではなく,この会で話しあわれたことが,下部

組織あるいは横に関連するいろいろな分野で実践

に移されていることである。岡崎小のPTAを例

にとれば,保健・体育・生活補導・新聞・図書の

5つの専門部を設けて,児童の心身ともに健やか

な成長を願って,家庭・地域社会の保健活動,体

力つくりに積極的に取り組んでいる。

以ﾋ,それぞれの学校が意欲的に実践している

活動の一端を紹介したが,それらの成果が認めら

れるに至ったのは,やはり日常の地道な積みあげ

によるものである。また事例にもあるように,学

校側の一方的な教育作用のみでなく,児童をとり

まく家庭,地域の協力がいかに不可欠なものであ

るかが再認識される。ではなぜ各表彰校が健康教

育に取り組むようになったのか,どのようにして

家庭,地域との連携がとられてきたのかについて

ふれてみたい。

3。各表彰校の健康教育取り組みへの動機お

よびそのあゆみ

①花山小の場合 創立は明治5年学制発布の翌

年,明治6年と早い。戸数200戸たらず,三河山

間部のへき地一級指定校である。全村山に囲まれ

山に生きた地域であったが,昭和42年から西隣の

トヨタ自動車関連工場の進出により兼業農家が殆

んどとなった。また家庭の主婦も工場に出かける

ようになった。そうした情勢の中で昭和45年から

学枚花壇によるフラワーブラボーコンテストげ

BC),子ども貯金(銀行),交通安全活動によ

り全国的,全県的表彰を受けるなど教育活動は盛

んであった。そして「地域即学校」といわれるほ

どに学区民との強い連帯が生まれた。これらの活

動は子どもの健康問題にも当然早くから目を向け

られた。とくに「花山の子は身長・体重とも県平

均より1年分成長が遅れている」という事実から

その改善に対して取り組まれた。第1になされた

ことは運動具設置,業問体育,健康教育の取り組

みであった,「私たちの歩いた大筋は,日頃接し

ている子どもたちの生活を見つめて,そのなかか

ら子どもの健康の問題をとりあげ,その問題につ

いて健康管理をどうしたらよいかを考え,尚掘り

下げていくうちに,健康教育は,社会全般に配慮

しなければならないことを知りましたJそのため

には「学校も、家庭も,地域も『この子どもた

ちの幸せのために』総力をあげて学区全体の中に

組織立て実践し」ていった。そして,「子どもた

ちが変容して一層強く歩み続ける姿,言い換えれ

ば,どのような環境になっても崩れない生活のし

かた,生きかたを子どもたちが身につけて欲しい

という願い」がこめられていった。

②下品野小の場合 同じく明治6年の創立で,

100余年の歴史をもつ。学区は1700戸,[土と火

のまち]として「せともの」といわれる陶磁器産

業が有名である。その反面,環境汚染もひどく

「白い川白い町」と称されたように川は白濁し,

町は陶土,土砂を運搬するダンプカーの砂塵で白

ずんだ。また燃料とした石炭の煤煙も多く,結核

の罹患率が高かった。川の白濁は陶土のためのみ

と思われていたが,ガラスの原料や鋳物の成型原

料となる超微粒子の碓砂による工場廃水がつきと

められるにおよんで,呼吸器疾患としての硅肺病

患者も増した。産業衛生,労働衛生としての工場

従事者に対する指導はなされても,一般市民に対

しては通常の健康診断受診の奨励しかなされてい

なかった。ここにいたり,近年いくだの改善がな

され除々によくなってはいても,瀬戸に育つ人の

健康指導の必要性がとりあげられた。とりわけ学

校教育における保健指導の必要性が芽生えたのは

当然であった。とくに昭和46 ・47年の市の研究指

定を足がかりに8年の積み重ねによる成果が開い

たことになる。その下地として, FBC受賞や,

全日本よい歯の学校連続8年受賞という地道な活

動もみのがしてはならない。

③天王小の場合 昭和49年,過大規模校の解消

を図るために新設された学校で,着任した教師た

ちは「天王の歴史はこれより始まる」,[よりよ

い校風樹立の基盤は私達がつくるのだ]という気

概に燃えた。しかし,児童たちの毎日の生活のリ

ズムはほぼ同じで,何となくやっている,やらさ

れている,人の力を頼りにしているといった無気
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力で行動意欲に欠ける面がみられた。そこで,生

命尊重を基盤とした,健康でたくましく意欲的な

行動のできる子の育成を願った。そのためにはま

す体力つくりを手がけたがいまだ受動的であった。

52年には「自分のからだは自分の手で」を合いこ

とばに,積極的・意欲的な体力つくりを図り効果

が得られた。そして53年度は,健康とは体力つく

りだけでなく,生活の充実も考えるべきとし。

「自分の生活は自分の手で」をテーマに児童の組

織活動を活溌にし,自分たちの生活をきりひらい

ていく力を養うよう学校,家庭で取り組んだ。そ

して,「学校保健は,健康な生活のあり方を教え

育てるとともに,進んで健康づくりに励む意欲を

子どもたちに持たせるものでなければならない」

という共通理解が生まれた。

④元城小の場合 昭和47年,大規模校から分

離,校区は市役所をはじめ官庁,商店が集まり,

また交通の中心としての古くからの町である。と

くに自営業の家庭は夜遅く朝も遅い,従って朝食

ぬきで登校する児童が少なくなかった。開校当初

の健康診断で体位が県平均を下回り,体力では筋

力,柔軟性が劣り,姿勢の悪さも目についた。生

活面では基本的な習慣ができていない,根気や活

気がない,協調性も欠けるところがみられた。こ

れらは,放課に運動場の真ん中を使って遊ぶ児童

が少ないという特異な姿として表れた。教師も保

護者も,何よりもまず「たくましく生き生きした

子どもにしなくては」と願った。昭和47~49年度

は十分整わない施設の中で健康管理中心の指導を

展開,成果は「全日本よい歯の学校」として後年

3回受賞している。昭和50~52年度は意欲的な体

力づくりを求めて学校,家庭一体となってさまざ

まな試みがなされた。昭和53,54年度は「心の健

康とは何か」を問いかけはじめ,それを「たくま

しさ」としてとらえた。それは健康で丈夫な体と

いう身体面のみでなく,物事にくじけず立ち向か

う積極性,心の豊かさとの心身両面にまたがるも

のとしてとらえ,その育成を学校保健活動を軸と

して学校教育全般で実践してきた。そして,「わ

たしたちは,健康教育を十べての教育活動の基盤

として考え」るようになった。

⑤岡崎小の場合 明治6年開校,城下町から南

に離れた校区でありながら,古い伝統をもつ。大

正14年には「体操指導日本一」として全国に認め

られるなど,スポーツ振興と健康教育に対する関

心は極めて高かった。また合唱コンクールでも全

国レベルの実績を数々残し,校内は一日中歌声に

包まれている。他校と違って特別な健康問題があ

って取り組み始めたわけではなく,古い伝統のも

とにこれまでの健康教育の定着をはかった活動と

いえる。その活動は知・徳・体の調和のとれた人

づくりをめざし,「しなやか」で「たくましい」

心身の児童を育成することをめざしている。とく

に歌声活動をとりいれた情操教育を核とした健康

教育を展開しつつ,体づくり・心づくり・安全指

導・ふれあい活動・ぐるみ運動の五領域を計画的

組織的に実践している。

ま とめ

健康優良学校表彰の意義としては敗戦後の混乱

からいかに早く学校教育を立ちなおらせるかにあ

った。それは次代をになう児童の育成を考えれば

緊要であった。またより重要な意義は,日本の学

校教育にはなかった健康を教育するという全く新

しい教育理念を,中央からの指導のみでなく,各

学校現場に意欲的に取り組ませていったことであ

る。それにより各学校は教育基本法をそのままも

ってきたような無味乾燥な教育目標を考えなおし,

具体的に日々の日常生活に実践できるようかみく

だいたり,または児童に自主的に取り組ませるよ

うな姿勢も生まれた。しかし,健康教育の成果は

一朝一夕にあげられるものではなく,長い積み重

ねが必要である。今回の5小学校のうち3校は学

制発布直後に創立した古い学校であるが,以前か

らFBC,よい歯,合唱コンクールなどに優れた

実績もあり,それなりの下地があった学校である。

またあとの2校はマンモス校から独立した歴史の

浅い新設校ではあるが,そのためにかえって進取

の気運が高く,積極的な学校づくりの姿勢が栄誉

に輝いたものといえる。 しかし,こうした表彰制

度に問題がないわけではない。とくに中央に応募

する段階ともなればその学校は準備,雑用におわ

れ,子どもを中心とした実際の教育活動がおろそ

かになることも考えられる。また表彰制度が過度
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題を地道に改善しようという活動より,受けのよ ⑤岡崎小学校 昭和56年6月2日

い,ユニークさを前面に出した活動にはしる危険

性も心配される。学校における日常の健康教育を

推進し,その成果が積みあげられた結果がいつの

まにか健康優良学校に選ばれるという状態がもっ

とも望ましい。なお、今回の表彰校も健康問題が

まったく無かったわけでなく,表彰はひとつの区

切りとしその後も新たな健康問題に取り組んでい

るのが現状である。

〔注〕

「昭和51年度,年報,健康優良学校児童」

全[1本健康優良学校児童表彰会・朝日新聞社

(発行年月不明)

(2)石川道雄:「学校医30年」,束山書房,

1977, P. 44.

(3)松井利幸ら:「教育目標の分析一小学校につ

いて丿,第16回束海学校保健学会講演集,

1973.

(4)鈴木禰幸:「学校教育目標にみられる健康に

関する分析」,愛知教育大学体育教室卒業論文

1975 (未発表)

〔引 用 資 料〕

①花山小学校 昭和57年6月8日

・「自ら進める健康の歩み」

・「全日本健康教育発表大会開催要項」

②下品野小学校 昭和53年1月13日

・「息吹く下品野の健康教育,研究紀要

ーと体の姿勢づくりー」

・「全日本健康教育発表大会大会要項」

③天王小学校

・「たくましさを育てる天王教育,自分

のからだは自分の手で一一生活のリズム

に目を向けて一」

昭和52年12月9日

④元城小学校 昭和55年6月4日

・「心豊かでたくましい子を育てる元城

教育 自ら進める生活づくり」

・昭和54年度実践記録[心がふれあう行

事活動]

-40

・「健やかな心と体一自分の健康は自分

の手で……地域ぐるみの健康教育」

・昭和56年度「健康教育発表大会要項」


